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博士論文要約 
 
戦後日本の大学における歴史的資料の管理と活用に関する研究 
―アーカイブズの視点から― 
 
清水 善仁 
 
■論文の主題、当該研究分野における位置づけ 
 本論文は、戦後日本の大学における歴史的資料の管理および活用について、アーカイブズ
の視点から理念と実践の両面を分析し、その歴史的・現代的な意義を研究するものである。
その際、大学における歴史的資料の管理と活用の担い手である大学アーカイブズを主たる分
析の対象としつつ、大学の「資料関係活動」（当該大学に関係がない歴史的資料を管理・活用
する活動）も視野に入れながら検討する。 
当該主題については、これまでアーカイブズ学や歴史学の立場から研究されてきた。その
結果、理念と実践にかかる個別の論点については蓄積がなされてきたが、一方でそれらを一
貫した視点から体系的に検討したものはほとんどない。先述した本論文の主題、すなわち「歴
史的資料の管理および活用」という営為は、それを担う組織の理念と実践の多様な連関のな
かで進められるものであり、ある一つの論点だけで結論を析出することは難しい。だからこ
そ、個別の論点を集約し総合的に研究することが不可欠なのである。そこで本論文は、アー
カイブズをめぐる七つの論点（理念、アーキビスト、組織戦略、「資料関係活動」、編成・記
述、アウトリーチ、教育）から先の主題を検討し、これらを体系的に位置づけることで研究
の総合化を試みるものである。 
具体的には、大学は歴史的資料をこれまでどのように管理し活用してきたのかという点を
課題とする。その歴史と現状を理念と実践の両面から考察することで、歴史的資料の管理と
活用が親組織たる大学にもたらす価値や、そうしたシステムを整備し運営することの方法・
意義を明らかにすることはもとより、そのことを通して大学がどのような社会的役割を果た
してきたかということを検討する。一方でその課題は、大学がこれからどのような役割を社
会に対して果たすことができるかという点を浮き彫りにすることと表裏の関係でもある。大
学やそれをとりまく制度・環境等の変化にも配意しながら上記の課題を考察することで、歴
史的資料の管理と活用が大学や社会にもたらす可能性についてもあわせて検討する。 
 
■論文の構成 
序 章 本論文の課題と方法 
第１章 大学アーカイブズの歴史 
第２章 大学アーカイブズ理念論序説―SAA ガイドラインを手掛かりに― 
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第３章 大学アーキビスト論 
第４章 大学アーカイブズ組織戦略論 
第５章 大学における「資料関係活動」論―法政大学「環境アーカイブズ」を事例として― 
第６章 大学アーカイブズ資料編成・記述論 
補 論 アーカイブズ編成・記述・検索システム論の成果と課題 
第７章 大学アーカイブズにおけるアウトリーチ活動論 
第８章 大学アーカイブズ教育活動論 
［資料］ 翻訳：SAA 編「大学アーカイブズのためのガイドライン」（1999 年版） 
終 章 本論文の成果と展望 
 
■各章の概要 
 序章「本論文の課題と方法」は、本論文における課題設定と分析視角を言葉の定義や先行
研究の整理等を通して明示する。 
 第１章「大学アーカイブズの歴史」は、大学アーカイブズの存在とその機能を歴史的に跡
付けるものである。従来、〈大学史編纂から大学アーカイブズへ〉という流れで捉えられてき
た大学アーカイブズの歴史は、近年の新しい大学アーカイブズの設立等により、そうした枠
組みで捉えられない状況にあることを明らかにする。そして、その背景にアーカイブズに対
する社会的な存在意義の高まりや、大学の情報公開・説明責任等のための必要組織として大
学アーカイブズが認識されつつある現状があることを指摘する。 
第２章「大学アーカイブズ理念論序説―SAA ガイドラインを中心に―」は、大学という教
育・研究機関にアーカイブズが設置されることの意味とその果たすべき役割とは何かという
理念的な課題を考察するために、米国の大学アーカイブズの状況について検討する。米国で
は、大学アーカイブズの理念としてみずからの業務（すなわち歴史的資料の管理と活用）を
大学の「教育のための任務」として位置づけていることが看取できる。これは日本の事例を
考察するうえで貴重な示唆を与えてくれるものであるが、日本の状況はアーカイブズの機能
それ自体が理念（目的）となっている組織もみられ、大学アーカイブズの理念と実践の関係
を体系的に捉えにくい現状があることを指摘する。 
 第３章「大学アーキビスト論」は、大学アーカイブズの理念の問題を大学アーキビストの
視点から検討するものである。これまでの大学アーキビストをめぐる議論を整理したうえで、
海外の大学アーキビストの事例や、図書館司書・博物館学芸員との比較を通して、「整理者」
「研究者」「管理者」「教育者」という四つの側面を有する大学アーキビスト論を提起する。
さらに、これを大学アーカイブズの理念に引き付けて、大学アーカイブズ自身が教育機関と
しての理念と役割を有するべきであることを指摘する。 
 第４章「大学アーカイブズ組織戦略論」は、前２章で考察してきた大学アーカイブズの理
念を実現するための方法論を大学アーカイブズの組織戦略として検討し、大学アーカイブズ
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の諸活動を体系的に把握することで大学アーカイブズの理念と実践との関係に一定の枠組み
を示すことを目的とする。大学の理念規定からその実現要件として「教育」「研究」「社会連
携」「運営」を明示し、それらに対し大学アーカイブズの主要な活動（「資料の収集・整理・
保存・公開」「広報・アウトリーチ」「調査研究」「教育」）がどう貢献できるかを明確にする。
これは多くの大学に普遍的に適用できる組織戦略のモデル構築の試みでもある。 
 第５章「大学における「資料関係活動」論―法政大学「環境アーカイブズ」を事例として
―」は、大学アーカイブズの範疇では捉えられない大学所蔵の歴史的資料について、法政大
学「環境アーカイブズ」を手掛かりに検討する。ある特定の分野等についての歴史的資料を
大学が「資料関係活動」によって収集・管理することは幅広い歴史的資料を救出する点で大
いに意義があるし、それを公開・活用することで大学自身にも教育や研究の面で効果を及ぼ
すだけでなく、地域や社会に対する貢献の側面をも有するものであることを明らかにする。 
 第６章「大学アーカイブズ資料編成・記述論」は、大学アーカイブズが収蔵する歴史的資
料の編成・記述の考え方とその方法について、特に組織体の機能構造分析と組織資料の編成
との関わりを中心に論じる。ここでは京都大学の本部事務組織を事例に、文書分類表と職務
分掌の検討により大学の機能構造分析の手法を検討し、あわせて事務文書のみならず個人・
団体資料まで含めた大学資料群総体のモデルを提起する。これにより大学に共通する編成・
記述の方法論への可能性を見出すことができたといえる。 
補論「アーカイブズ編成・記述・検索システム論の成果と課題」は、大学アーカイブズに
とどまらない、これまでの編成・記述・検索システム論の成果と課題をまとめたものである。
研究史を整理したうえで、アーカイブズにおける現在の検索システムの動向とその背景、組
織の経年変化と資料編成をめぐる諸問題、記述標準化の意義等を主要な検討対象とする。 
第７章「大学アーカイブズにおけるアウトリーチ活動論」は、大学アーカイブズの広報普
及活動の一つであるアウトリーチ活動について論じる。米国のアウトリーチ活動の研究や形
態を手掛かりに、そのミニマム・エッセンスとして「情報発信」「展示」「講座・講演会」を
提起する。また、日本の大学アーカイブズにおける同活動の現状を分析し、アーカイブズの
機能や役割それ自体に関する内容のものが多いことを指摘する。 
 第８章「大学アーカイブズ教育活動論」は、大学アーカイブズが担うべき機能である教育
活動への考え方について、特にアーカイブズ学教育を中心に論じる。教育活動の前提となる
調査研究活動、および教育活動の諸形態について述べたうえで、一つの新しい方法論として
MLA 連携の視点からの教育活動の在り方を指摘し、そのことによってアーカイブズ学教育
にとどまらない、文化情報資源教育の可能性を提起する。 
［資料］「翻訳：SAA 編「大学アーカイブズのためのガイドライン」（1999 年版）」は、SAA
の大学アーカイブズ部会が 1999 年に採択した「大学アーカイブズのためのガイドライン」
の日本語全文翻訳である。同ガイドラインはこれまで全文の日本語訳がなされておらず、か
つ本論文の全体にわたって関連するものなので、資料として掲載する。 
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 終章「本論文の成果と展望」は、各章の到達点をまとめたうえで、本論文の結論、すなわ
ち大学における歴史的資料の管理と活用がもたらす歴史的・現代的意義について指摘する。
また、本論文が有する学術的意義を明らかにするとともに、今後の展望を述べる。 
 
